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  エミリア・ロマーニャ州 州都 
  ボローニャ県 県庁所在地 
  人口：約37万人 100万人都市圏 
  面積140.73㎢ 
  もっとも重要な高速道路と鉄道 
   がクロスする交通の要衝 
   （ローマ＝ヴェネツィアの南北線と 
    ミラノ＝アンコーナの東西線が 
    クロス、40以上の欧州主要都市と 
    直結） 








  （ボローニャの左派政権の圧殺、あるいはイタリアの心臓部 
   を狙ったものと推測されているが、未だ事件の全貌は明ら 
   かではない。） 
  （２つある時計のうち左側は爆発時刻10時25分を指したまま 
   止まっている） 








































   世界最古のボローニャ大学 など 
 
『肥満都市』ラ・グラッサ 
   モルタデッラ（ボローニャ・ソーセージ）など 
   『美食都市』とも 
 
『赤い都市』ラ・ロッサ 
    もとは煉瓦や瓦の赤い色を指す 
   社会・共産主義、中道左派の社会民主主義の 




























  ・公共の安全と通行人の目を楽しませるため、家主 
   の負担で、木製の柱は石製に、そして壁や天井を 
   できるだけ美しく装飾するように。 
  ・また、一般の通行の妨げとなる固定物は置かない。 
 







  （修道院96箇所はイタリア一多い） 
 ナポレオン ⇒ 再び教皇領 
 1859年：『自治都市』 
















 図書館等：80以上、無数の書店・古書店 など 
 （おおむね城壁内の旧市街地に集積） 
文化消費額 がイタリアでトップ（全国平均の約2倍） 
  （伝統的オペラ、舞台芸術、現代演劇、映画、読書 など） 
中世の家畜市以来、見本市が隆盛 1994年には年間23
件の見本市と1,500件の出展、60万人の観光客も含める




 ボローニャ大学がルーツ 大学に端を発した協同組合 
 「学生組合」＝ウニヴェルシタス が語源 





  ・旧共産党～中道左派系が「レーガ・コープ」 





  ・自動包装機械：食料品、飲料、タバコ、薬品等 
    （ボローニャ・ソーセージ、ティーバッグは世界一） 
  ・自動車・バイク：高品質、高付加価値 
   （ﾄﾞｩｶｰﾃｨ、ﾏﾗｸﾞｰﾃｨ、ﾌｪﾗｰﾘ、ﾏｾﾗｯﾃｨ、ランボルギーニ） 
  ・幅広い機械工業と高品質の部品製造 










【衣】 繊維、衣料品、皮革（靴・鞄）、装飾品  
      など （ファッショナブルなデザイン） 
【食】 ワイン、オリーブ油、パスタ、ハム、チーズ 
      など （イタリア料理は世界を席巻） 
【住】 家具、インテリア装飾品、陶磁器、タイル 
      など （実用とデザインの両立） 
 
 その他、自動車、オートバイ なども 







  （ミラノ、トリノ、ジェノバの３都市間の「鉄の三角形」と呼ばれ 
   る工業都市が多く立地する北部地域） 
 
第２のイタリア：『農業に依存する南部の都市』 
  （開発の遅れていた南部地域では、1960年代、政府の積極的な開 
   発計画（バニーノ計画）の下で高速道路（アウトストラーダ） 
   や鉄鋼・化学コンビナート（ターラント製鉄所など）が建設さ 
   れ、重工業地帯が形成された。しかし、一次産品の輸入依存度 
   が高かったこともあり、1970年代のオイルショックはこれらの 
   地域に大きな打撃） 
  （今も南部の失業率は北部の4倍とも） 
第３のイタリア：『競争力のある中小企業が集積 






























































 ① 古くから職人による伝統工業が発達している。 
 ② 地場産業が多い。 
 ③ 大規模資本を投入した産業ではなく、個人事業者が多い。 
 ④ 大量生産品ではない、手作り商品が多い。 
 ⑤ 職人間のネットワークが極めて緊密、生産者間の意思疎通が容易。 
 ⑥ 職人間のネットワークがあるゆえに市場の動向に極めて敏感。 


































































  オートバイ、包装機械、電子機器 + 文化産業 
 
産業再生の「ボローニャ方式②」 
   
ＣＬＵＳＴＥＲ          集 積 
 
ＣＯＭＰＥＴＩＴＩＯＮ     競 争 
 










         ＋ コンサルティング企業など 
 
 






 ・製造業 55％（機械、部品、繊維、縫製、皮革加工 など） 
 ・サービス業 40％ 


























  ・世界最古の大学 学生数：約10万人 
  ・産業界と密接な関係、革新的アイデア提供 
  ・イタリア初の「大学発インキュベーション組織」 
    （オフィス・スペース提供、企業支援など） 





  ・化学、建築、電子工学/ﾃﾚｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、 
   同/ｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ、情報処理、機械工学、熱工学 
  ・生徒数：1,550名   ・実技重視の指導 
  ・1950年代のボローニャの中小企業創業者の大部分 
   がここの卒業生 
  ・卒業生対象の集中講義など地元企業に密着した 







  ・州内の各産業地区に密着したセンター 
  ・機械、繊維、建設、セラミックなどの部門ごと 














































































































ダクト方式で水力を有効利用 結果エネルギー利用が増加 400種もの工業用途に 
 
ルネサンス期には既に上水道システムも完備 














































































   ティーバッグを作る など） 
技師カルピジャーニがＡＣＭＡ社を設立 
技術者が『スピン・オフ』して100社以上の包装機器















   ＤＵＣＡＴＩ ドゥカーティ 





   フェラーリ 
   マセラッティ 
      ⇒ 創業の地はボローニャ 
        ロゴは都心のネプチューンの噴水から 











  「労働の人間化」と「生活の芸術化」 







 中部イタリアの人間的規模の都市 が理想 
  （ボローニャやフィレンツェ 『第3のイタリア』） 
 産地を形成する中小企業群（職人企業群）のネットワーク 








  ・語源は「Arte：アルテ」＝ 技能 
  ・もともとは美や芸術の意味も 
「職人の技術」と「美や芸術」と同様 



















  創造階級、人的資本、科学技術に従事する人材 
②技術（Technology） 
  創発性指数、ハイテク指数 
③寛容性（Tolerance） 











   ① 伝統職人の仕事の創出（伝統工法で修復など） 















  ・欧州文化都市（英: European City of Culture、仏: ville 
    européenne de la culture）として開始 
  ・1983年にギリシャの文化大臣メリナ・メルクーリが提唱 





  （アヴィニヨン、ベルゲン、ボローニャ、ブリュッセル、クラクフ、 
   ヘルシンキ、プラハ、レイキャビク、サンチャゴ・デ・コンポステラ） 
























  『文化観光』というテーマにチャレンジ 
 
ボローニャ2000に照準を合わせて建物の整備進む 































































































  が打ち切られるも、反骨精神で洗濯のアルバイトなどで活動を 
  つづけた） 
 
以前はマッジョーレ広場の公証人館に入っていた 
  （女性文化の資料化とプロモーションを目的としたイタリア初 































   ⇒音楽博物館「楽器の保存と鑑賞の世界センター」へ 
     （中世博物館と音楽書誌市民博物館から楽器を移動） 
パンノリーニ大学 
   ⇒「ユダヤ文化博物館」「文書館」へ 





















  ・欧州文化首都：ボローニャ2000 


























 [商都]    [文化集積]          [東海道新幹線]   [首都] 
ミラノ---ﾌｨﾚﾝﾂｪ--ﾎﾞﾛｰﾆｬ---(ｴﾐﾘｱ街道)---ローマ 
 
  [商都]    [文化集積]       [フェラーリ特急イタロ]  [首都] 
■ 共通点：首都と商都の間にあって、ともすると忘れられがちな立地 
 






  （トヨタ、スズキのルーツ） 
 町工場の職人が活躍 
  （山葉、本田、鈴木…） 
 オートバイ産業の発展 









  （DUCATI、Malaguti） 
 自動車関連産業の発展 
  （フェラーリ、マセラッティ、 




























































  からの参入者が活躍⇒地域に強固な伝統の集積がない証拠） 
クリエイティブな人材の多くは大企業の中に 
 （在野で「のびのびと」活動できるプラットフォーム作り） 
「労働者の街」の特性を生かした市民目線の文化 
 （オペラやピアノもいいけれど、「やらフェス」や吹奏楽も） 
 （多文化共生と社会的包摂、豊かな市民文化活動を育む） 
光工学、ＩＣＴ、ＤＳＰ等のイノベーション 
 
創造都市浜松の可能性 
 
ご清聴ありがとうございました 
